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ＥＣの次世代を見据えたソーシャルコマースに着眼したダイレクトビジネスの新手法 

 株式会社大広 動画を活用し、売上向上に貢献する 

「ビデオコマース」 を開発、サービス開始。  

 

 

株式会社大広（社長・高野 功）は、この度、ダイレクトビジネス領域における新手法「ビデオコマー

ス」を開発、サービスを開始することになりましたので、お知らせいたします。 

成長を続けるダイレクトマーケティング市場においても、Ｔｗｉｔｔｅｒやｆａｃｅｂｏｏｋなどのソーシャルメ

ディアを活用したソーシャルコマースにおける顧客創造および顧客維持への対応が不可欠です。 

今回、そうした「ソーシャルコマース」にも着眼したソリューションサービスの第1弾として「動画を活

用した売上向上に貢献する新手法 = ビデオコマース」を開発しました。 

「ビデオコマース」は、WEB トータルのコンサルティング企業 株式会社ビズスタイル（代表取締役・

中村慶郎）と共同し、配信プラットフォーム企業の協力を得て開発した、動画を活用する WEB マー

ケティングの新たなソリューションサービスです。 

大広は、ダイレクトビジネス領域におけるお取引先の様々なビジネス課題に対して、これまでも高

品質なソリューションサービスを提供してまいりました。さらに、今回の「ビデオコマース」のサービ

ス開始により、顧客を創造し、さらに顧客とのエンゲージメントを強化していくことで、お取引先

企業の売上貢献を目指してまいります。 

 

概要は以下の通りです。 

 

 

 

 



 

●ビデオコマースのサービス内容 

事業課題の目的に応じ、ターゲットおよび、ユーザーニーズを整理した上で、独自のインフォマー

シャル表現ノウハウを活用した動画制作および、最適化された「動画要件」の抽出を行います。ま

た、WEBサイトへの実装と集客設計、的確な配信プラットフォームの整備、効果分析と改善調整ま

で、ワンストップでソリューションを提供します。 

さらに、マーケティング活動の重要度が増しているソーシャルメディアにおいては、新規顧客獲得 

と既存顧客のロイヤルティアップはシームレスになっていることから、双方に効果的に作用する 

プロモーションプランニングおよび分析まで、トータルで提供します。 

 

 

 

＜ビデオコマース 業務フロー図＞ 
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●ビデオコマースの特徴 

１．多くの動画制作実績によるノウハウ 

ダイレクトマーケティング領域で強みを持つ弊社では、ＴＶインフォマーシャルのコンテンツを質的

に分析した「独自の表現ノウハウ」を有し、これを WEB動画としても最適化することが可能です。 

具体的には、商品に対するユーザーニーズを反映した、「五感を刺激し、疑似体験させる」動画コ

ンテンツの発信により、サイトの活性化・販売促進が期待できます。 

 



 

 

２．サイト訪問者の検索キーワード分析によるターゲットの明確化とキーコンテンツ抽出 

1,000 社を超える WEB プロモーションのコンサルティング実績から得たマーケティングメソッドを基

に、ターゲットの明確化と、最適なコンテンツ（コミュニケーション内容）の抽出を行います。 

ターゲットユーザーが検索するキーワードや反応するコンテンツから、メッセージの核となる要素を

抽出し、最適なコンテンツを企画・制作していきます。 

 

３．サイト画面設計･集客設計 

ユーザビリティ・メソッドを活用し、外部からの集客設計、サイト内の他ページからの流入経路の設

計、動画再生の促進、動画閲覧後（中）の購買アクションへの誘導、シェアやリピートを促進する

為の仕掛けへ配慮し、ユーザーの行動全体を自然な流れでビジネスの成功に繋がるよう最適化

していきます。 

 

４．最適な動画配信プラットフォーム 

技術革新にも呼応し動画要件に基づいた、安定的かつ容易な配信プラットフォームを選択・装備 

いたします。 

 

５．ソーシャルメディアマーケティングへの活用 

CRM 活動の結果としてロイヤルティ顧客は形成され、同時にその顧客のソーシャルメディアでの

発言が新規顧客獲得にも大きな影響を及ぼします。 

ソーシャルメディアと動画の親和性は高いといわれていることから、この点に着目し、WEB 上で行

なうパワフルな動画の配信とともに、ソーシャルメディアを活用した波及効果の拡大を図ります。 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 

●この件に関するお問合せは下記までお願いいたします。 

株式会社大広 総務局広報部 遠藤、長谷川 

ＴＥＬ：０３－６３６４－８６０１ 

 

 



 

＜ご参考＞ 

●株式会社大広 

・代表取締役社長  高野 功  

・社員数 799 人（2011 年 4 月 1 日現在）  

・本社所在地 東京本社：東京都港区赤坂 5-2-20 赤坂パークビル 

大阪本社：大阪市北区中之島 2-2-7 中之島セントラルタワー 

・ＵＲＬ  http://www.daiko.co.jp/ 

 

 

 

  ●株式会社ビズスタイル 

  ・代表取締役   中村 慶郎 

  ・社員数     23 名（2011 年 4 月 1 日現在） 

  ・本社所在地  東京都渋谷区恵比寿 1-13-6 恵比寿 IS ビル 6F 

  ・ＵＲＬ  http://www.bizstyle.biz 

 

 

 

 

http://www.daiko.co.jp/
http://www.bizstyle.biz/

